
令和 3 年度 第 3 回運営推進会議  記載日 令和 3 年 8 月 16 日 

看護小規模多機能ホームやすらぎ   記載者 長田 美紀 

議題 １．利用状況 

２．交流・行事の実施状況 

３．事故・苦情の状況 

４．その他 

 

日時 令和 3 年 8 月 10 日（火）   

紙面開催 

敬称略 

三入・可部地域包括支援センター センター長 井田 浩美 

ご利用者家族代表              植田 美鈴 

広島市民生委員               藤原 照夫 

上中 3 区 町内会長             三反田 學 

グループホームなごみの郷 管理者      廣森 靖司 

看護小規模多機能ホームやすらぎ 管理者   長田 美紀    

             計画作成担当者  泉 辰徳 

議事 事前に、書面にて報告書を送付し、意見・承認をいただいた。 

① 【利用状況（令和 3 年  7/31 現在）】  

  看護小規模多機能型居宅介護登録者：25 名 

要介護 1： 0 人 要介護 2： 3 人  

要介護 3： 8 人 要介護 4： 8 人 

要介護 5： 6 人  

＊平均介護度： 3.68 （前回報告時 3.85） 

＊平均年齢 ： 83.64 歳 

・新規利用… 6 月：4 名   7 月：1 名 

理由：施設退所、退院直後、ターミナルケア 

・利用終了… 6 月：6 名   7 月：0 名 

 理由：ご逝去、状態安定でサービス変更 

 

      通い 

    利用者実数：25 名/登録 25 名 

    一日平均利用者数：9.29 名 

    ＊状態が不安定で、入浴にだけ短時間（１‐２時間）で 

通いサービスを利用する利用者が１日あたり 4-5 名いる。 

利用時間が重複しないようにしているが、１日平均を実人数にすると、

上記 10.32 人に 3-4 人足すくらいの人数が来所している。 

 

   訪問 

    看護： 18 名 

    介護： 16 名 

 



   泊まり 

      泊り利用の実人数   12 名/25 名 

      平均宿泊者人数  5.74 名/日   

延べ宿泊者数 343 名（6/1-7/31） 

      長期宿泊者人数  1 名 

      長期となっている理由 

      ・ご本人・ご家族の体調不良や病状不安定 

      ・施設入所待ち 

       

②【交流・行事等の実施状況】 

・新型コロナウイルス感染症の拡大予防のために交流会は中止。ご利用 

者の様子についての情報は連絡ノートの活用や電話連絡も含め個別に実施。 

・現在自粛中。今後は感染症の動向を見ながら検討。 

・ゲーム式トレーニング（体操含む）、 

個別趣味活動（編み物・塗り絵・工作・天風録の転写など） 

  大々的な行事は「密」を避けるため実施していない。少人数グループ 

で毎日プログラムを組み実施中。 

③【事故・苦情の状況（6/1-7/31）】 

 ●事故…0 件  

●苦情…０件 

 

④【その他・今後の予定】 

【新型コロナウイルス感染症対策等について】 

・標準的な予防策と、ご利用者・職員の健康チェックを行い運営継続中。 

・常時マスク装着（認知症の方の異食行為の気を付けて装着継続） 

・食事時の飛沫予防のためアクリル板を使用中。 

・送迎時に体調確認をご家族も含めさせていただいている。 

・送迎時は窓を開けて走行実施。 

・発熱のあるご利用者は、別の肺炎等の可能性もあるため状況をよく見て医師と相談

しながらサービスの可否を検討している。 

 サービス利用中の面会については、【特定の方１名】とし健康チェックを行い問題

なければ１０分以内で面会していただいている。感染拡大地域からの面会は、原則お

断りしているが、終末期の方に関しては、面会者に無料 PCR 検査を受けて結果をも

って判断している。 

⑤【意見交換・地域情報共有】 

 （看護小規模多機能ホームやすらぎから） 

  連日の暑さで脱水症状や食欲不振、ご家族のさらなる介護疲れが増えている。

例年同様、エアコンをつけない、もしくは訪問が入る直前にエアコンをつけ、スタ

ッフが退室すると消すという、あまり意味のない気の回し行動がみられている。老

老介護の世帯は多く、介助者への健康管理支援が必要な状況である。レスパイトの



 

ため、急遽泊りサービスには柔軟に対応中。ご利用者だけでなく、介護するご家族

の体調不良も増え始めている。しっかり状況把握をしながら、必要なサービス提供

を柔軟に行っている。 

（町内会会長より） 

  当町内会も、新型コロナ感染拡大において、可部全地域の町内会、自治会の活

動は依然として不能に陥っている。そのため、当町内会では、会員の皆様に添付の

回覧板のように具体的な例を挙げ、活動をより身近に感じてもらい、地域の支えあ

い等、重要性を理解していただくように、微力ではあるがつとめさせていただいて

いる。また、高齢化の進展により、互助活動の重要性も高まっている。ちなみに、

（112 世帯/７０歳以上：約６０名）と役割を担う主役の方々が引退され我々の負担

が増し、困っている。今後は老婆心にむち打ち頑張るしかない。 

 

【連泊利用者の承認】 

 現在、1 名の連泊者の方がおられます。 

ご家族の体調不良（加療中）で施設入所の申し込み中。順番待ちの状態。 

→ほかのショートステイを転々とするよりは、慣れ親しんだ場所で待つ方が良い

でしょう。このまま連泊を継続はやむを得ない。 

 

【次回運営推進会議…10/12（火）10：00～を予定】 

                              以上 

                                                                             


